
自転車×キャンプに正解や
決まりはない。どんな自転車を
選んでもいいし、キャンプ道具の
積みかたも臨機応変。
だから面白く、繰り返すたびに
発見と変化がある。自分が楽しいと
思えれば、それが最高なのだ。

bicycle×camp



第 章 自転車キャンプとは？1 旅
に
ふ
さ
わ
し
い
自
転
車
と
は
？

も
し
す
で
に
何
ら
か
の
ス
ポ
ー
ツ
自
転

車
を
持
っ
て
い
る
な
ら
、
そ
れ
で
た
め
ら

い
な
く
旅
に
出
よ
う
。
近
年
は
自
転
車
用

の
バ
ッ
グ
や
、
そ
れ
を
吊
る
す
た
め
の
キ

ャ
リ
ア
、
各
種
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
が
進
化

し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
ど
ん
な
自
転

車
も
旅
支
度
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

特
定
の
自
転
車
に
対
し
て
「
そ
れ
じ
ゃ
旅

は
で
き
な
い
」
と
無
粋
な
断
り
を
入
れ
る

時
代
で
は
な
く
な
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
ス
ポ
ー
ツ
自
転
車
に
は
用

途
に
応
じ
て
考
案
さ
れ
た
多
く
の
車
種
が

あ
る
。
舗
装
路
で
の
快
走
を
得
意
と
し
た

ロ
ー
ド
バ
イ
ク
、
悪
路
の
走
破
を
目
的
と

し
た
M
T
B
（
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
）、

両
者
の
中
間
的
な
存
在
と
し
て
乗
り
や
す

さ
を
高
め
た
ク
ロ
ス
バ
イ
ク
、
と
い
っ
た

具
合
だ
。
極
論
す
れ
ば
、
い
ず
れ
で
も
キ

ャ
ン
プ
旅
に
ふ
さ
わ
し
い
装
い
を
整
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
旅
は
競
技
で
は
な
い
の

で
、
自
転
車
の
特
性
や
性
能
に
対
し
て
、

あ
ま
り
シ
ビ
ア
に
考
え
る
必
要
は
な
い
。

た
と
え
ば
、
日
ご
ろ
舗
装
路
し
か
走
ら

な
い
人
が
改
め
て
M
T
B
を
買
う
必
然
性

は
な
い
が
、
す
で
に
M
T
B
を
持
っ
て
い

る
な
ら
活
用
す
べ
き
だ
。
逆
に
ロ
ー
ド
バ

イ
ク
で
悪
路
へ
…
…
と
な
る
と
物
理
的
に

走
れ
な
い
シ
ー
ン
も
現
れ
る
が
、
そ
こ
は

避
け
て
別
の
道
を
進
め
ば
い
い
。
昨
今
は
、

一
見
す
る
と
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
な
が
ら
太
い

タ
イ
ヤ
を
備
え
た
「
グ
ラ
ベ
ル
バ
イ
ク
」

と
い
う
新
ジ
ャ
ン
ル
も
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

こ
れ
が
最
も
キ
ャ
ン
プ
旅
に
適
し
た
機

能
・
性
格
を
備
え
た
自
転
車
と
い
え
る
が
、

す
で
に
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
自
転
車
で
十
分
に

旅
は
楽
し
め
る
。
新
た
に
購
入
す
る
場
合

も
、
見
た
目
な
ど
の
好
み
優
先
で
構
わ
な

い
。
自
由
に
選
び
、
後
述
す
る
キ
ャ
リ
ア

や
バ
ッ
グ
で
望
ま
し
い
機
能
を
付
加
す
れ

ば
O
K
だ
。

キャンプ装備を整えた多様なスポーツ自転車
が同じ道に集う。旅の自転車選びに「正解」
はなく、好みが最優先でかまわない。

用
途
ご
と
に
最
適
化
さ
れ
た

多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
自
転
車

グラベルバイク

MTB

ロードバイクに似ているが、幅32 ～
40㎜の太いタイヤを履くためにフレー
ム各部の寸法に余裕がある。砂利道（グ
ラベル）を進むこともできる。

幅50㎜以上の凹凸があるタイヤを備え、
未舗装の悪路やトレイルを走破できる。
衝撃を吸収するサスペンション機構を
採用したモデルが多い。

クロスバイク
横一文字のフラットハンドルがもたら
す扱いやすさが特徴。タイヤ幅は32㎜
前後あり、シティサイクルと同じ感覚
で乗ることができる。

ランドナー
フランス発祥の旅行車。適度なスポー
ツ性と搭載力を両立し、1980年代まで
は旅の主力車種。美しいフェンダーと
キャリアを備え、趣味性が高い。

ロードバイク
多様な乗車姿勢が取れるのがドロップ
ハンドルの長所。舗装路を効率よく進
むため、幅23 ～ 30㎜の細いタイヤを
履く。乗り味は硬めだが軽快だ。

折りたたみ自転車
ロードバイク並みに軽快なモデルがあ
る一方で、折りたたんだ時の小ささを
優先して「歩くより速い」くらいのモ
デルもある。多様なスタイルが魅力。
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第 章 自転車キャンプとは？1

こ
こ
5
年
ほ
ど
で
普
及
し
た
の
が
、
キ

ャ
リ
ア
を
用
い
ず
に
バ
ッ
グ
を
自
転
車
の

各
部
に
直
接
吊
る
す
積
載
ス
タ
イ
ル
だ
。

「
バ
イ
ク
パ
ッ
キ
ン
グ
」
と
呼
ば
れ
、
も

と
も
と
は
北
米
の
M
T
B
乗
り
が
荒
野
を

旅
す
る
た
め
に
考
え
た
と
い
わ
れ
る
。
バ

ッ
グ
を
ベ
ル
ト
で
自
転
車
に
直
接
く
く
り

つ
け
る
と
い
う
素
朴
な
積
載
ス
タ
イ
ル
自

体
は
自
転
車
の
創
生
期
か
ら
存
在
し
た
が
、

各
社
が
バ
イ
ク
パ
ッ
キ
ン
グ
用
の
バ
ッ
グ

を
発
売
し
、「
シ
ス
テ
ム
」
と
し
て
手
軽
に

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
最
近
の

こ
と
だ
。
キ
ャ
リ
ア
を
省
け
る
の
で
重
量

増
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
破
損
や

振
動
を
心
配
し
な
く
て
済
む
の
が
バ
イ
ク

キ
ャ
リ
ア
レ
ス
の
バ
イ
ク
パッ
キ
ン
グ

軽
さ
が
魅
力
の

新
し
い
ス
タ
イ
ル

パ
ッ
キ
ン
グ
の
長
所
だ
。

一
方
で
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。
メ
イ
ン

の
収
納
ス
ペ
ー
ス
と
な
る
大
型
シ
ー
ト
バ

ッ
グ
は
、
サ
ド
ル
下
と
車
輪
の
間
に
十
分

な
空
間
が
な
け
れ
ば
付
け
ら
れ
な
い
。
フ

レ
ー
ム
バ
ッ
グ
を
利
用
す
る
に
は
、
フ
レ

ー
ム
三
角
内
の
広
さ
が
必
要
だ
。
つ
ま
り
、

バ
イ
ク
パ
ッ
キ
ン
グ
は
小
さ
な
サ
イ
ズ
の

フ
レ
ー
ム
で
は
導
入
す
る
の
が
難
し
い
。

大型シートバッグ
最大で15L以上の容量が確保できる。後方へ
突き出すが、揺れないようにしっかり取り付
ければ走行フィールへの影響は少ない。

フレームバッグ

キャリアを併用

フレームサイズと形状に合うバッグを選ぶ。
フレーム三角内をほぼ埋めるタイプと、ボト
ルなどと共存できる細いタイプがある。

キャリアレスと呼ばれるバイクパッキングス
タイルも、フロントキャリアとパニアバッグ
を併用すれば大容量を確保できる。

自転車の「空間」を
利用する積載スタイル
サドルの下やメインフレーム
の三角内といった、自転車の
構造によって生じている空間
にバッグを装着するのが特徴
だ。最大の重量物である乗り
手に近い位置なので、キャリ
アを利用するよりも重量バラ
ンスがよくなり、軽快に走る
ことができる。ただし、個々
のバッグの容量は限られる。
大柄なキャンプ道具が必要な
場合は、フロントフォークに
ラックを増設するなどして搭
載スペースを補うことにな
る。シートバッグ上部のバン
ジーコードは、一時的に外し
たグローブや濡れたレインウ
エアの保持に便利なので、荷
物スペースとして常用するの
は避けたほうがいい。
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第 章 キャンプ道具の選びかた2

自転車
ツーリング用の
高機能テント
ニーモのドラゴンフライ
バイクパック1Pは、自
転車旅を前提にデザイン
された希少なモデル。重
量は一式で約1.3㎏なの
で超軽量というほどでは
ないが、ポールが非常に
短くなるので搭載しやす
い。本体はメッシュ生地
を採用しているので涼し
い。当然ながら寒い季節
には不適。

ヘルメットやシューズの置き場として最適な
収納スペースを前室に備えている。荷物が多
い旅でもテント内を広く使うことができる。

一部がメッシュで1枚だけの入り口パネル。
夏は風通しがイマイチで冬は冷えるが、やは
りその軽さが魅力で出番が多い。

サブポールを追加することで、広々としたス
ペースを頭上に確保。アイウエアなど小物用
の収納ポケットも充実している。

レインフライ・本体の生地は厚さ15デニール。
手が容易に透けるほどの薄さだが、しっかり
設営すれば強風にも耐えてくれる。

山岳用の
超軽量テント
ヘリテイジのハイレヴ
ォは、ダブルウォール
の自立型テントとして
は最軽量クラスで960g
しかない。生地が薄々
でポールも細身なので
取り扱いに気を使うの
は否めないが、荷物を
削りたいのにテントは
妥協したくない、とい
う欲張りなサイクリス
トには最適だ。

収納サイズと重量
1 アライテントのトレックライズ0。
ポール長は38㎝でフレームバッグへの
収納も現実的。重量約1.3㎏。 2 ニー
モのドラゴンフライバイクパック1P。
ポールの短さが圧倒的。重量約1.3㎏。

3 ヘリテイジのハイレヴォ。本体の小
ささと1㎏を切る軽さが際立つ。 4 モ
ンベルのムーンライトテント1。ポー
ル長が50㎝あるので、その搭載にいつ
も頭を悩ます。重量約1.7㎏。 5 テン
マクデザインのワンポールテント。か
さばる上に約2㎏と重いが、ゆったり
過ごしたい時に起用。

近
年
は
ア
ウ
ト
ド
ア
用
品
全
般
の
進
化

が
著
し
い
。
そ
の
最
た
る
も
の
が
テ
ン
ト

だ
。「
自
転
車
用
」
を
謳
う
テ
ン
ト
も
存
在

す
る
。
し
か
し
、
自
転
車
の
一
部
を
ポ
ー

ル
代
わ
り
に
す
る
な
ど
奇
抜
な
構
造
が
裏

目
に
出
た
製
品
が
多
く
、
山
岳
用
テ
ン
ト

の
牙
城
を
崩
す
に
は
至
っ
て
な
い
。
現
在

あ
る
自
転
車
用
テ
ン
ト
で
は
、
下
に
挙
げ

た
ニ
ー
モ
の
ド
ラ
ゴ
ン
フ
ラ
イ
バ
イ
ク

パ
ッ
ク
1
P
が
出
色
の
逸
品
だ
。
ア
ル
ミ

製
ポ
ー
ル
の
折
り
数
が
多
く
、
わ
ず
か
30

㎝
に
ま
で
た
た
め
る
の
が
す
ば
ら
し
い
。

本
体
・
レ
イ
ン
フ
ラ
イ
と
同
じ
袋
に
ポ
ー

ル
も
収
納
で
き
る
。

軽
さ
優
先
な
ら
、
今
も
山
岳
用
テ
ン
ト

の
独
壇
場
。
ダ
ブ
ル
ウ
ォ
ー
ル
の
自
立
型

で
1
㎏
を
切
る
モ
デ
ル
も
登
場
し
て
い
る
。

自
転
車
キ
ャ
ン
プ
に

最
適
な
注
目
テ
ン
ト

1

2

4

3

5
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第 章 キャンプ道具の選びかた2

を
自
転
車
に
積
む
の
は
か
な
り
し
ん
ど
い
。

林
や
浜
が
近
い
キ
ャ
ン
プ
場
な
ら
枯
れ
木

や
流
木
を
集
め
ら
れ
る
可
能
性
は
高
い
が
、

運
次
第
だ
。

と
は
い
え
、
焚
き
火
が
魅
力
的
な
の
は

間
違
い
な
い
。
暖
か
い
の
で
冬
は
実
用
的

で
も
あ
る
。
た
ま
に
娘
が
キ
ャ
ン
プ
に
付

き
合
っ
て
く
れ
る
時
な
ど
は
、
喜
ん
で
焚

き
火
台
を
バ
ッ
グ
に
追
加
す
る
。

携帯用の焚き火台
巻いて収納できるスリムな焚き火台を使って
いる。薄いノートのように収納できるタイプ
もあるので、バッグに合わせて選びたい。

着
火
自
体
は
固
形
燃
料
に
お
任
せ
。
適
度
に
風
が

吹
い
て
い
れ
ば
何
も
せ
ず
に
炎
が
育
つ
が
、
火
勢

が
弱
い
場
合
は
火
吹
き
棒
で
空
気
を
送
り
込
む
。

薪を集める
管理人さんが常駐しているキャンプ場なら購
入できるが、そうでない場合は周辺で集める。
時間に余裕がある時の遊びでもある。

火起こし

調理の補助に
食べ終わるまでグツグツさせたい鍋やおでん
と焚き火は相性はよい。炊飯も可能だ。クッ
カーが煤で真っ黒になるのはしかたない。

焚
き
火
が
キ
ャ
ン
プ
の
醍
醐
味
、
と
い

う
人
は
多
い
。
薪
を
く
べ
て
炎
を
育
て
る

と
い
う
行
為
そ
の
も
の
が
楽
し
く
、
揺
れ

る
炎
に
は
不
思
議
な
癒
し
効
果
が
あ
る
。

し
か
し
、
筆
者
は
焚
き
火
に
あ
ま
り
熱
心

で
は
な
い
。
ま
ず
、
焚
き
火
台
と
い
う
荷

物
が
増
え
る
の
が
ネ
ッ
ク
。
直
火
が
O
K

と
い
う
キ
ャ
ン
プ
場
は
例
外
的
だ
。
最
近

は
コ
ン
パ
ク
ト
な
焚
き
火
台
も
増
え
た
が
、

あ
る
程
度
し
っ
か
り
し
た
造
り
で
な
い
と

太
い
薪
を
燃
や
し
た
り
調
理
の
補
助
に
使

う
の
は
難
し
い
。
ノ
コ
ギ
リ
や
火
吹
き
棒

も
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

薪
が
売
っ
て
な
い
キ
ャ
ン
プ
場
で
は
ど

う
す
る
か
？
と
い
う
課
題
も
あ
る
。
薪

キャンプを彩る
小さな炎
焚き火を眺め、その世話をしているだけの時間が尊い。
薪は少しずつ様子を見ながら投入しよう。燃焼中は出歩
かず、しっかり燃え尽きたことを確認してから就寝する。

焚
き
火
に
つい
て

ひ
と
手
間
が
も
た
ら
す

癒
し
の
時
間
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第 章 自転車キャンプの基本ノウハウ3

キ
ャ
ン
プ
場
の
近
く
で
調
達
し
た
い
。
そ

の
た
め
、
あ
ま
り
人
里
を
離
れ
た
キ
ャ
ン

プ
場
は
利
用
し
づ
ら
い
（
あ
え
て
山
奥
や

秘
境
の
キ
ャ
ン
プ
場
を
め
ざ
す
こ
と
も
あ

る
が
）。
初
め
て
利
用
す
る
キ
ャ
ン
プ
場

は
、
予
約
す
る
際
に
買
い
出
し
先
の
有
無

や
距
離
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
自
治
体
が

管
理
す
る
無
料
キ
ャ
ン
プ
場
は
予
約
が
い

ら
な
い
場
合
も
多
い
が
、
所
轄
部
署
に
電

話
し
て
最
新
の
開
設
状
況
や
店
舗
の
有
無

を
確
か
め
て
お
く
と
心
強
い
。
ネ
ッ
ト
の

情
報
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
正
し
い
と
は
限

ら
な
い
し
、「
2
㎞
手
前
の
個
人
商
店
で
ビ

ー
ル
を
売
っ
て
ま
す
よ
」
な
ど
、
具
体
的

で
確
実
な
情
報
を
得
ら
れ
る
の
が
電
話
の

メ
リ
ッ
ト
だ
。

季
節
感
も
キ
ャ
ン
プ
場
の
選
択
を
左
右

す
る
。
気
温
の
高
低
を
標
高
な
ど
の
立
地

環
境
で
補
う
と
快
適
だ
。
シ
ー
ズ
ン
限
定

で
開
く
キ
ャ
ン
プ
場
も
多
い
。

道
具
を
す
べ
て
持
参
す
る
自
転
車
キ
ャ

ン
プ
の
場
合
、
ト
イ
レ
が
あ
る
だ
け
の
素

朴
な
キ
ャ
ン
プ
場
で
も
十
分
だ
。
キ
ャ
ン

プ
可
の
公
園
、
と
い
っ
た
場
所
も
狙
い
目

で
あ
る
。
設
備
が
整
っ
た
オ
ー
ト
キ
ャ
ン

プ
場
な
ど
を
選
ぶ
必
要
は
な
い
。

旅
し
た
い
エ
リ
ア
は
決
ま
っ
て
い
る
が

キ
ャ
ン
プ
場
は
未
定
、と
い
う
場
合
は「
市

町
村
名
+
キ
ャ
ン
プ
場
」
で
W
e
b
検
索

す
れ
ば
ど
こ
か
し
ら
見
つ
か
る
。
昭
文
社

の
「
ツ
ー
リ
ン
グ
マ
ッ
プ
ル
」
な
ど
、
キ

ャ
ン
プ
場
の
記
載
が
充
実
し
て
い
る
ガ
イ

ド
地
図
も
大
い
に
役
立
つ
。

自
転
車
キ
ャ
ン
プ
で
は
「
買
い
出
し
」

が
必
須
に
近
い
。
特
に
飲
料
は
重
い
の
で
、

夏場に選びたい
キャンプ場
◦標高が高い→涼しい
●緯度が高い→涼しい
●海浜や湖畔→涼しい
●混むキャンプ場は避ける

冬場に選びたい
キャンプ場
●平地にある→暖かい
●緯度が低い→暖かい
●風を弱める木立がある→暖かい
●有名キャンプ場でも空いてる

キ
ャ
ン
プ
場
の
選
び
か
た

設
備
よ
り
も

立
地
環
境
が
大
切

関東以西で平野部にあるキャンプ
場が利用しやすくなる。全体とし
てキャンプする人が減るので、人
気のキャンプ場も静かになって過
ごしやすくなる。

やはり夏は北海道の引力が強い。
暑い日がないわけではないが、湿
度が低いから爽やかで過ごしやす
い。休みの都合が合えば、利用者
が少ない平日がおすすめ。

キャンプ場
選び
五箇条

16時までに
到着できる
位置

平坦なコース
が組める

食材を
買える店舗や
入浴施設が
近い

設備は
最低限で
構わない

予約不要だと
気楽

サイクリストが
理想とするキャンプ場
小さな街にほどほど近く、予
約が不要で自由に設営でき、
静かなキャンプ場が理想的だ。
ただし、静けさは利用者の質
と数で決まるので、事前に判
断するのは難しい。
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バイクパッキングでは最大の荷室となるが、
とにかく出し入れが面倒でコツを要する。キ
ャンプ場でしか使わない荷物を入れよう。

ど
の
バッ
グ
に
何
を
収
め
る
か
？

バ
イ
ク
パ
ッ
キ
ン
グ
式
の
バ
ッ
グ
は
、

取
り
付
け
位
置
と
形
状
が
さ
ま
ざ
ま
だ
。

そ
こ
に
キ
ャ
ン
プ
道
具
を
合
理
的
に
収
め

る
に
は
独
特
の
コ
ツ
が
求
め
ら
れ
る
。

ポ
イ
ン
ト
は
、
行
動
中
に
取
り
出
す
か

否
か
と
重
量
バ
ラ
ン
ス
だ
。
乗
車
中
に
手

が
届
く
フ
ロ
ン
ト
バ
ッ
グ
や
ト
ッ
プ
チ
ュ

ー
ブ
バ
ッ
ク
は
、
補
給
食
や
道
中
で
使
う

ア
イ
テ
ム
の
収
納
に
最
適
だ
。
自
転
車
全

体
の
重
心
に
近
い
フ
レ
ー
ム
バ
ッ
グ
は
、

重
い
荷
物
を
入
れ
て
も
安
定
す
る
。
シ
ー

ト
バ
ッ
グ
は
容
量
が
稼
げ
る
も
の
の
、
そ

の
位
置
と
形
状
か
ら
荷
物
の
出
し
入
れ
は

し
づ
ら
い
。
こ
れ
ら
の
特
徴
を
踏
ま
え
て

荷
物
を
入
れ
分
け
て
い
こ
う
。

使
用
頻
度
と

重
量
で
判
断

荷物の重さが影響しづらいスペースなので、
バーナーなど小さい割に重い道具に適してい
る。もちろん長尺物も収めやすい。

フレームバッグ
容量
便利さ

バランス★★★
★★★★

★★★★★

手が届きやすく、取り出す機会が多い荷物に
最適だ。ただしあまり重くしたくないので、
寸法の割に軽い寝袋を入れることも多い。

フロントバッグ
容量
便利さ

バランス★★★★
★★★★★

★★

スマホと財布だけならジャージのポケットで
十分だが、カメラなどを持つ時はウエストバ
ッグを利用すると便利。

カギなどの小物や限られた補給食しか入らな
いが、何かと便利なバッグだ。ただし、ダン
シング時に脚に触れることを敬遠する人も。

シートバッグ
容量
便利さ

バランス★★★★★
★

★★★

バッグに荷物が収まらない場合に利用。筒状
になる道具が固定しやすい。テントの場合、
シートを巻いて収納するときれいな筒になる。

フォークラック
容量
便利さ

バランス★★★★★
★

★★★

ウエストバッグ
容量
便利さ

バランス★★★★★
★★★★★

★★★★★

フレームバッグ

シートバッグ

ウエストバッグ

トップチューブ
バッグ

フォークラック

フロントバッグ

ト
ッ
プ
チ
ュ
ー
ブ
バ
ッ
グ

容
量

便
利
さ

バ
ラ
ン
ス

★
★
★
★
★

★
★
★
★
★

★
★
★
★
★
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シ
ピ
う
ん
ぬ
ん
の
前
に
、
一
人
で
食
べ
切

れ
る
量
の
食
材
を
調
達
す
る
こ
と
が
前
提

だ
。
最
近
は
お
一
人
様
食
材
が
充
実
し
て

お
り
、
少
量
の
肉
や
カ
ッ
ト
野
菜
を
手
に

入
れ
や
す
い
の
が
助
か
る
。
い
く
ら
割
安

だ
ろ
う
と
肉
を
1
㎏
と
か
、
白
菜
を
丸
ご

と
買
っ
た
り
は
で
き
な
い
。
と
に
か
く
旅

費
を
抑
え
た
か
っ
た
若
か
り
し
頃
は
、
お

米
を
何
㎏
も
買
っ
て
毎
晩
炊
い
て
主
食
に

し
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
最
近
は
ツ
マ
ミ

と
し
て
の
グ
レ
ー
ド
が
重
要
だ
。
ち
ょ
っ

と
い
い
肉
を
少
し
焼
い
た
り
、
好
み
の
食

材
を
放
り
込
ん
だ
鍋
を
つ
つ
く
こ
と
が
多

い
。
朝
食
は
袋
麺
や
パ
ス
タ
な
ど
で
手
軽

さ
重
視
。
作
る
の
も
食
べ
る
の
も
自
分
一

人
な
の
で
、
ど
こ
ま
で
も
気
楽
だ
。

調
理
レ
シ
ピ
あ
れ
こ
れ

走
っ
て
い
る
間
に
考
え
て
い
る
こ
と
の

半
分
は
、
キ
ャ
ン
プ
場
で
何
を
食
べ
る

か
？
で
あ
る
。
正
確
に
言
え
ば
、
利
用

で
き
る
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
に
着
い
た

ら
何
を
買
お
う
か
？
と
い
う
こ
と
だ
。

あ
ら
か
じ
め
レ
シ
ピ
を
考
え
て
い
る
こ
と

は
ま
れ
で
、
店
頭
の
品
ぞ
ろ
え
と
持
っ
て

き
て
い
る
ク
ッ
カ
ー
な
ど
を
勘
案
し
て
ア

ド
リ
ブ
で
決
め
る
こ
と
が
多
い
。
地
方
の

ス
ー
パ
ー
に
入
る
と
見
慣
れ
な
い
食
材
も

多
く
、
楽
し
み
は
尽
き
な
い
。
当
然
な
が

ら
キ
ャ
ン
プ
飯
は
夕
食
と
朝
食
が
対
象
だ
。

昼
食
は
食
事
処
に
入
っ
た
り
、
コ
ン
ビ
ニ

で
済
ま
す
こ
と
に
な
る
。

調
理
も
ソ
ロ
が
基
本
に
な
る
か
ら
、
レ

買
い
出
し
と

調
理
を
楽
し
む

四国で有名な「マルナカ」など、全国にはご
当地チェーンの個性的なスーパーが多い。そ
こでの買い出しもキャンプ旅の楽しみ。

キャンプは旅先の地に申し訳ないほど安上が
り。せめて昼食くらいは奮発して、わずかば
かりでも地元経済に貢献しよう。

最近は少量のお米も入手しやすくなったが、
自宅から1合単位で持ち出すのが無難。ジッ
プロックに入れておこう。

心配ならサッとフタを取って水気の残り具合
を確認し、問題なさそうならタオルなどを巻
いて保温し、10分ほど蒸らす。

1合に適当な水の量は200mLほど。メスティ
ンの場合、取っ手のリベットなどを水量の目
安にする。できれば30分ほど浸けておく。

底までしっかりほぐす。少し硬かったり、水
っぽい炊き上がりになることも多いが、食べ
るのは自分だけなので気にすることはない。

沸騰するまでは中火で、湯気が出てきたら弱
火にして15分ほどで炊き上がる。ほんのり香
ばしい煙が立ち上がったら完了だ。

お米を炊く
お米を炊くと、いかにもキャンプしてるな～
と気分が盛り上がる。日本人の本能だろうか。
腹持ちがよく、さまざまなレシピのベースに
もなってくれる。メスティンなど炊飯用の飯
ごうがあれば便利だが、一般的なクッカーで
も問題なく炊くことができる。フタが浮き上
がりやすいので、適当な石か、水を入れたカ
ップを載せておくと、しっかり炊き上がる。
「赤子泣いてもフタ取るな」と言われるが、
炊飯の途中でフタを開け、水分の残り具合を
確かめたほうが失敗は少ない。浸水と蒸らし
に十分な時間をかけるのがポイントだ。

1合単位で持参浸水させる 12

火にかける3

ほぐす 蒸らす5 4
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が
1
組
し
か
お
ら
ず
、
ほ
ぼ
貸
切
だ
。

荷
物
を
降
ろ
し
、
見
違
え
る
ほ
ど
身
軽

に
な
っ
た
自
転
車
で
波
浮
港
に
と
っ
て
返

す
。
い
ざ
釣
り
を
始
め
よ
う
。
１
年
前
に

ふ
と
し
た
き
っ
か
け
で
釣
り
に
目
覚
め
、

そ
れ
か
ら
は
自
転
車
×
キ
ャ
ン
プ
×
釣
り

と
い
っ
た
三
つ
巴
の
旅
に
夢
中
だ
。

筆
者
の
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
ア
オ
リ

イ
カ
。
沿
岸
性
が
強
い
イ
カ
で
、
自
転
車

で
ア
プ
ロ
ー
チ
し
や
す
い
堤
防
か
ら
狙
え

る
。
美
味
で
あ
る
こ
と
は
筆
舌
に
尽
く
し

が
た
い
。
し
か
し
、
こ
の
１
年
で
数
十
回

釣
行
し
た
の
に
4
杯
し
か
釣
れ
た
こ
と
が

な
い
と
い
う
惨
状
だ
。
す
で
に
11
月
で
ア

オ
リ
イ
カ
の
シ
ー
ズ
ン
も
終
わ
り
つ
つ
あ

る
。
い
く
ら
大
島
と
は
い
え
、
そ
う
簡
単

に
釣
れ
る
は
ず
は
な
い
…
…
と
、
思
い
つ

つ
も
諦
め
切
れ
ず
に
エ
ギ
（
イ
カ
釣
り
用

の
ル
ア
ー
）
を
海
へ
投
げ
込
ん
で
い
る
と
、

奇
跡
が
起
き
た
の
だ
っ
た
。

早
く
も
お
昼
す
ぎ
に
は
波
浮
港
に
着
い

た
。
感
覚
的
に
は
あ
っ
と
い
う
間
に
近
い
。

波
浮
港
は
大
島
の
南
端
に
あ
り
、「
伊
豆
の

踊
子
」
ゆ
か
り
の
小
さ
な
港
町
だ
。
そ
う

い
え
ば
お
腹
が
空
い
て
き
た
の
で
、
地
元

で
人
気
の
精
肉
店
「
鵜
飼
商
店
」
で
デ
カ

い
コ
ロ
ッ
ケ
を
買
い
込
ん
で
昼
飯
代
わ
り

に
す
る
。
男
子
高
校
生
が
何
人
か
同
じ
よ

う
に
コ
ロ
ッ
ケ
を
ほ
お
ば
っ
て
い
る
。
の

ど
か
な
光
景
だ
。

も
う
ト
ウ
シ
キ
野
営
場
は
目
と
鼻
の
先

に
あ
る
。
ま
だ
14
時
だ
っ
た
が
、
ひ
と
ま

ず
テ
ン
ト
の
設
営
を
済
ま
せ
る
。
従
来
は

フ
リ
ー
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
だ
っ
た
施
設
も
、

現
在
は
役
場
へ
の
事
前
予
約
が
必
要
。
密

に
な
ら
な
い
よ
う
、
利
用
サ
イ
ト
を
指
定

す
る
た
め
と
い
う
。
今
回
は
他
の
利
用
者

大
島
は

期
待
を
裏
切
ら
な
い

波浮港で
奇跡のアオリイカ
黒潮が寄せる大島は魚
影が濃い。ガチな釣り
師は磯や船で挑むが、
筆者は足場がよい堤防
専門。それでも釣れる
んだからたまらない。

自分が釣った（ここ重
要）イカをつまみに晩
酌を進め、ささやかな
焚き火を楽しむ。これ
が幸せでなくて何が幸
せなのだろう。

分厚い胴は刺身に、ゲソは唐
揚げにしていただく。適度な
歯ごたえと上質な甘みに箸が
止まらない。控えめに言って
超絶のうまさだ。

いったんトウシキ野営場に入
り、荷物を降ろして設営を済
ます。がらりと自転車が軽く
なり、自分がパワーアップし
たような錯覚にとらわれる。

イカはさばくのが割と簡単だ。
胴、ゲソ、エンペラ（ヒレ）
に分ける。下手なので墨袋を
破ってしまい少し黒ずんでし
まったが、洗えば問題ない。

波浮港の精肉店に立ち寄り、
地元高校生も御用達の特大コ
ロッケで空きっ腹を満たす。
がっついて2つ頼んだら持て
余すほどのボリューム。

ご存命中のアオリイカは褐色
だが、シメるとすーっと色が
引いて透明に近くなる。釣れ
てくれて本当にありがとう。

元は火口湖だったという入り
江に作られた波浮港。小さな
漁港だが、周辺にはスーパー
やゲストハウスもあり、大島
観光の拠点となる。
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四国一周キャンプで選んだギア

20泊も1泊も
道具は変わらない
意外かもしれないが、日程の長短は装備にさ
ほど影響を与えない。釣りもしたので荷物重
量は8㎏を超えたが、いくらでも削れる状態
だ。季節をまたぐほどの長期間の旅では装備
の交換も必要だが、そうでなければ1泊キャ
ンプができる道具で何十泊もOK。海外は経
験してないのでわからないが、国内であれば
少々のお金がすべてを解決する。宿泊施設を
利用する日を設ければ充電もできるし、パソ
コンなどの発送を手配すれば、職種によって
は仕事もできる（無論、避けたい）。

24 ダウンジャケット（モンベル・スペリオダウンジャケット） 13 携帯リュック 2 テント用シート

25 スリーピングマット（サーマレスト・ネオエアーウーバーライト） 14 ルアー 3 寝袋（シートゥサミット・スパークSp0）

26 着替え（サイクルウエア一式、アンダーウエア） 15 ヘッドライト 4 レインジャケット（モンベル・サイクルドライシェル）
27 テーブル（SOTO・フィールドホッパー） 16 偏光アイウェア 5 レインパンツ（モンベル・バーサライト）

28 バーナー（イワタニ・ジュニアコンパクトバーナー） 17 三脚 6 レインシューズカバー

29 風防 18 釣竿 7 メモ帳、ペン、虫除け

30 カセットガス 19 リール 8 バケツ（釣り用）

31 ポーチ（調味料・カトラリーなど） 20 保冷バッグ 9 LEDランタン

32 クッカー（ユニフレーム・山クッカー角型3、チタンカップ） 21 ナイフ 10 モバイルバッテリー、充電器

22 魚つかみ 11 シャンプー

23 輪行袋 12 まな板 1 テント（ニーモ・バイクパック1P）

長期キャンプ旅の予算感
20日以上の期間を考えると、たったこれだけ!?
といった感じだ。往復の交通費と酒代を除けば、
感覚的にはタダ同然で申し訳ない。

一周プラスαの
テーマを
一周という距離を追求するテ
ーマだけでは気力が途切れる
こともある。行きたい街、過
ごしたいキャンプ場、そして
会いたい人こそが旅を続ける
糧になる……かもしれない。

28

17

18

21

20
19

6

12
5

4

2

3

8

10

11

7

1
23

9

13
14

15

16

22

24

25

26

32

27

31

30 29

■ 交通費：4万3110円
■ お酒：2万7866円
■その他（釣具の補充など）：2万4622円
■キャンプ用食料品：2万2771円
■ 宿泊費：1万6000円
■ 外食：1万168円
■ 行動時の補給食：6425円
■キャンプ場料金：6400円
■ 飲料（行動時）：6202円

費用合計
16万3564円
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化
を
推
し
進
め
る
と
、
そ
の
2
つ
の
バ
ッ

グ
（
容
量
20
Ｌ
ほ
ど
）
だ
け
に
収
ま
る
よ

う
に
な
っ
た
。
ツ
エ
ル
ト
を
採
用
す
れ
ば
、

冬
キ
ャ
ン
に
必
要
な
ダ
ウ
ン
ウ
エ
ア
も
入

る
。
ラ
ン
ド
ナ
ー
自
体
に
は
何
も
手
を
加

え
る
こ
と
な
く
、
ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ル
な

帆
布
製
の
バ
ッ
グ
を
装
備
し
た
ス
タ
イ
ル

の
ま
ま
で
、
キ
ャ
ン
プ
旅
の
選
択
肢
と
し

て
蘇
生
し
た
の
だ
。

バ
ッ
グ
の
余
力
を
、
プ
ラ
ス
α
の
遊
び

道
具
に
割
り
振
る
こ
と
も
で
き
る
。
筆
者

の
場
合
は
海
釣
り
一
択
だ
が
、
サ
イ
ク
リ

ン
グ
や
キ
ャ
ン
プ
と
一
緒
に
楽
し
め
る
趣

味
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
だ
ろ
う
。
楽
器
な
ど

も
似
合
い
そ
う
だ
。
調
理
道
具
を
充
実
さ

せ
て
レ
シ
ピ
を
増
や
す
の
も
い
い
。
も
ち

ろ
ん
、
余
力
を
軽
さ
と
し
て
温
存
し
て
悪

路
や
ロ
ン
グ
ラ
イ
ド
に
挑
む
の
も
楽
し
い
。

軽
量
化
・
コ
ン
パ
ク
ト
化
の
恩
恵
を
自
由

に
使
い
倒
し
て
ほ
し
い
。

も
っ
と
楽
し
む
た
め
の
軽
量
化

こ
こ
ま
で
軽
量
化
・
コ
ン
パ
ク
ト
化
の

方
法
を
紹
介
し
て
き
た
が
、
そ
れ
に
よ
っ

て
生
ま
れ
た
「
余
力
」
を
ど
の
よ
う
に
使

う
か
が
本
題
で
あ
り
、
も
っ
と
楽
し
い
時

間
へ
と
結
び
つ
け
た
い
。

筆
者
に
は
軽
量
化
の
恩
恵
で
見
直
す
こ

と
が
で
き
た
自
転
車
が
あ
る
。「
ラ
ン
ド
ナ

ー
」
だ
。
本
来
は
日
帰
り
や
宿
泊
ま
り
と

い
っ
た
小
旅
行
を
楽
し
む
た
め
の
自
転
車

で
、
1
9
8
0
年
代
ま
で
は
ツ
ー
リ
ン
グ

車
の
代
表
だ
っ
た
。
そ
の
端
正
な
ス
タ
イ

ル
に
惹
か
れ
る
人
は
今
も
多
い
。
ラ
ン
ド

ナ
ー
に
は
角
型
の
フ
ロ
ン
ト
バ
ッ
グ
と
横

型
の
サ
ド
ル
バ
ッ
グ
が
似
合
う
の
だ
が
、

キ
ャ
ン
プ
道
具
の
軽
量
化
・
コ
ン
パ
ク
ト

「
軽
さ
」
が
か
な
え
る

新
た
な
遊
び

ランドナーで
キャンプ
モダンなグラベルバイクを導入し
てからというもの、すっかり髀肉
の嘆をかこっていた我がランドナ
ーだったが、キャンプ道具の軽量
スリム化で出番到来。進化なのか
退化なのかわからないが、急がな
い旅の魅力を改めて教えてくれる
自転車だ。

遊びの道具を追加できる
ルアー釣りは、1カ所で粘っても釣れない時
は釣れない。自転車なら堤防を効率良くハシ
ゴできるので、釣果が期待できる。

フライパンがあると調理の幅が広がる。これ
を持つために他の道具をどうするか……パズ
ルのように組み合わせを考える。

舗装が途切れた旧街道の峠をキャンプ装備で
進む。軽量化がよりアクティブなプランニン
グも可能にする。
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須
の
移
動
手
段
だ
。

本
書
で
は
キ
ャ
リ
ア
レ
ス
の
バ
イ
ク
パ

ッ
キ
ン
グ
式
の
装
備
に
多
く
の
ペ
ー
ジ
を

割
き
、
筆
者
も
そ
の
ス
タ
イ
ル
を
愛
用
し

て
い
る
。
そ
の
最
た
る
理
由
が
、
輪
行
の

し
や
す
さ
に
あ
る
。
キ
ャ
リ
ア
、
特
に
リ

ア
キ
ャ
リ
ア
を
装
備
す
る
と
、
い
っ
た
ん

外
さ
な
い
と
輪
行
袋
に
収
め
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
こ
れ
が
非
常
に
面
倒
だ
っ
た
が
、

バ
イ
ク
パ
ッ
キ
ン
グ
な
ら
輪
行
に
要
す
る

手
間
は
少
な
い
。
後
輪
を
外
さ
な
い
大
き

な
輪
行
袋
は
、
リ
ア
キ
ャ
リ
ア
付
き
の
ま

ま
収
ま
る
場
合
も
あ
る
が
、
鉄
道
に
持
ち

込
め
る
規
定
サ
イ
ズ
を
上
回
る
こ
と
が
多

い
の
で
お
す
す
め
し
な
い
。

輪
行
を
駆
使
す
れ
ば
、
全
国
ど
こ
で
も

あ
な
た
の
遊
び
場
に
な
る
。
キ
ャ
ン
プ
場

は
選
び
放
題
で
、
走
る
ル
ー
ト
も
自
由
に

決
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
ぜ
ひ
実
践
し
て

ほ
し
い
。

鉄
道
や
船
舶
、
航
空
機
と
い
っ
た
公
共

交
通
機
関
に
自
転
車
を
持
ち
込
む
こ
と
を

「
輪
行
」
と
呼
ぶ
。
前
後
の
車
輪
を
外
す

な
ど
し
て
コ
ン
パ
ク
ト
に
し
た
自
転
車
を

専
用
の
輪
行
袋
に
収
め
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど

の
鉄
道
に
無
料
で
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き

る
。
大
型
の
フ
ェ
リ
ー
や
渡
船
な
ど
は
そ

の
ま
ま
自
転
車
を
持
ち
込
め
る
場
合
も
あ

る
が
、
輪
行
袋
へ
の
収
納
が
求
め
ら
れ
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
。
航
空
機
も
輪
行
袋
へ
の

収
納
が
基
本
で
、
預
け
荷
物
と
す
る
。

こ
の
輪
行
と
自
ら
が
走
る
区
間
を
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
で
、
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
多

様
性
は
大
き
く
広
が
る
。
輪
行
し
な
け
れ

ば
自
宅
を
起
終
点
と
し
た
コ
ー
ス
し
か
組

め
な
い
。
ク
ル
マ
を
利
用
す
る
人
も
多
い

が
、
周
回
コ
ー
ス
し
か
組
め
な
い
の
で
制

約
が
多
い
。
す
で
に
輪
行
を
実
践
し
て
い

る
サ
イ
ク
リ
ス
ト
も
多
い
こ
と
と
思
う
が
、

自
転
車
キ
ャ
ン
プ
に
お
い
て
も
輪
行
は
必

旅
の
可
能
性
が

飛
躍
的
に
広
が
る

駅で自転車の解体・収納を行う。人通りの多
い場所は避けて作業しよう。慣れれば10分以
内で作業は完了する。最近は輪行向けのスペ
ースがある駅も増えたのがうれしい。

新
幹
線
な
ど
特
急
型
の
列
車
が
利
用
し
や
す
い
。
車

両
後
端
の
シ
ー
ト
裏
が
輪
行
袋
の
定
位
置
。
通
勤
型

車
両
は
運
転
席
の
後
ろ
な
ど
が
適
し
て
い
る
。

輪
行
を
活
用
す
る

輪行の基本的な
行動パターン
駅を選べば、走行距離は
いかようにも調節できる。
周回コースを組む必要も
ないので、より遠くを目
指すこともできる。

鉄道
最も使い勝手がよい移
動手段が鉄道。新幹線
で遠くへワープするも
よし、ローカル線の車
窓を楽しむもよし。輪
行移動の時間も楽しみ
だ。事前に駅の入り口
と利用するホームの位
置関係を調べておき、
歩く距離を最低限にし
たい。

航空機船舶
高速船などスペースが限られる船舶では、鉄
道と同じような輪行が求められ、荷物料金が
必要になることが多い。

預けるので不安を覚える人も多いが、鉄道と
同じ薄手の輪行袋でまず問題ない。料金は航
空会社次第（無料～ 4000円）。

自宅

自走

サイクリング サイクリング

列車移動列車移動

最寄駅

キャンプ

A駅B駅
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動
的
な
体
験
が
で
き
は
し
な
い
だ
ろ
う
か

…
…
、
そ
う
考
え
て
、
冬
の
北
海
道
で
自

転
車
キ
ャ
ン
プ
を
初
め
て
実
践
し
た
の
は

2
0
2
0
年
の
新
春
だ
っ
た
。

そ
の
旅
で
は
、
道
北
の
音
威
子
府
か
ら

宗
谷
岬
ま
で
の
約
2
0
0
㎞
を
3
泊
4
日

で
走
っ
た
。
キ
ャ
ン
プ
場
は
閉
鎖
さ
れ
て

い
る
の
で
、
す
べ
て
野
良
キ
ャ
ン
だ
。
結

果
と
し
て
宗
谷
岬
に
到
達
で
き
、
氷
点
下

10
℃
で
も
キ
ャ
ン
プ
は
快
適
だ
っ
た
。
し

か
し
、
全
日
と
も
雪
曇
り
で
（
だ
か
ら
氷

点
下
10
℃
く
ら
い
で
済
ん
だ
と
も
い
え

る
）、
期
待
し
て
い
た
青
い
空
と
雪
景
色

の
共
演
は
お
預
け
と
な
っ
た
。
再
訪
を
誓

う
が
、
翌
年
は
新
型
感
染
症
が
世
を
覆
っ

た
。
そ
し
て
2
0
2
2
年
の
新
春
。
振
り

返
る
と
瞬
間
的
だ
っ
た
が
、
感
染
者
数
が

底
を
打
っ
た
。

満
を
持
し
て
、
再
び
冬
の
北
海
道
に
降

り
立
っ
た
。
今
回
は
道
東
だ
。

自
転
車
キ
ャ
ン
プ
と
い
え
ば
、
真
っ
先

に
北
海
道
を
思
い
浮
か
べ
る
人
も
多
い
だ

ろ
う
。
旅
人
は
先
端
依
存
症
の
よ
う
な
傾

向
が
あ
り
、
最
北
端
や
最
東
端
が
大
好
き

だ
。
し
か
し
、
サ
イ
ク
リ
ス
ト
に
は
夏
限

定
と
思
わ
れ
て
い
る
フ
シ
が
あ
る
。
果
た

し
て
そ
う
だ
ろ
う
か
。
む
し
ろ
冬
こ
そ
感

雪
中
サ
イ
ク
リ
ン
グ
と

キ
ャ
ン
プ
は
成
り
立
つ
か

世界に自分しか
いないような錯覚
結氷積雪した網走湖で呆然とする。
スノーモービルが走っていったの
で真似したのだが、自転車で新雪
の上を走るのは無理だった。

冬の北海道
キャンプ旅
適切な計画と装備があれば、
自転車キャンプの
可能性は無限大。
それを実感できる冬の旅へ。
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